






 

本小委員会は,わが国における各種先天異常の発生を正確に把握し,かつ経時的変化を追跡

することにより,発生頻度の上昇を鋭敏に捕え,必要に応じてその疫学および遺伝学的解析

を速やかに行い,有効な対応手段を講じうるような先天異常モニタリングシステムの確立

を目的とする。 

 この目的を達成するために疫学・遺伝に関する小委員会では,これまでに先天異常モニタ

リングの統計的方法を詳しく検討し,すぐれた方法を開発した。昭和 56年度にその方法を

用いて,厚生省母子衛生課調査報告に基づいて先天性代謝異常を解析し,逐次検定法がすぐ

れた方法であることをすでに証明したが,昭和 57 年度は Z法,累積和法,および逐次検定法

を,多因子性と考えられる外表奇形を中心とした先天異常の資料(神奈川県における実地調

査)に応用検討した(安田)。この結果,ポアソン確率を用いて異常の経時的変動を記述する

方法としてのこれら三つの方法が,いずれも応用出来ることを確認した。理論的には,一時

的異常をとらえる Z 法,異常増減の傾向をみる累積和法は,誤警報の危険率を 10%に抑えて

あるのに対し,監視期間を任意に調整出来る逐次検定法は,誤警報発令の危険率のみならず

警報不発令の危険率も 10%とし,両方チェックできる。いずれにせよ,これらの方法の開発

および実地資料を用いた応用を通して以下のことが明らかとなった。 


